A Translation of "The Black Veil" by Charles Dickens by 村田 信行 & Murata Nobuyuki
｢黒 い ベ ー ル｣
-ディケンズ『ボズのスケッチ集』より-













4部 ｢物語｣だけが各々にまとまりを持ち,中には短編と呼んでもよい作品が含まれ て い
















































































状態にあるのなら,一瞬た りとも遅れてはな りません｡すく､に一緒に参 りましょう｡どうし
て以前に誰か医者の意見を聞かなかったのですか｣































口その人を診てほしいとおっしゃっているようだ/ あなたの言葉や様子からわ か る よ う







































































カーテンが2階の窓にしっか り引いてあり,居 間 の鎧戸も閉じてあったが留めてはなかっ
た｡その家ほどの家とも離れていて,狭い小路と直角の位置にあったので,周 りにはひとつ
の家も見えなかったO





































































さい｣ほとんど狂知 こ至らんばか りに感情を爆発させて彼女は叫んだ,｢ああ, そんなこと
を言わないで下さい｡耐えられない｡何人もの人間がこれまで生き返ったのです,能力のな
い人々がもうダメだと諦めた時に｡そして何人もの人間が死んでしまったのです,適切な処
置が取られていればひょっとしたら助かったかも知れないものを｡助けようともしないで,
そこに寝かせたままにしておかないで下さい.′ この瞬間にも命が消えかかっているかも知
れないんです｡さあお願いします,さあ後生だから.′｣そして訴えながら,女はせきたてら
れるように,目の前に横たわる感覚のない体の,まず糖を,次に胸をこすった｡それからそ
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の冷たい左右の手を激しくたたいたが,握 りをゆるめるとそれは力なくぐった りとベッド･
カバーの上に落ちた.
｢無駄ですよ,奥さんJ男の胸から手を離しながら,なだめるように医者は言った,｢ちょ
っと待って- そのカ-テンを開けて/｣
｢どうして?｣立ち上が りながら女は言った｡
｢そのカーテンを開けなさい/｣激しい口調で彼は繰 り返し言った｡
｢私はわざと部屋を暗くしているんです｣ 開けようとして立ち上がる彼の前に身を投げ出
して女は言った,｢おお, どうか私に哀れみを/ 何をしても無駄なら,本当に彼が死んで
いるのなら,私以外の人の眼にその姿をさらさないで.′｣
｢この男の死に方は自然で単純なものじゃない｣と医者は言った,｢死体を調べなくては.′｣
動きがとても急だったので,女がほとんど気づかないうちに,医者は女のそばからす り抜け
て行って,カーテンを引き裂 くように開け,白昼の光をいっぱいに入れて,ベッドのところ
-戻って来た｡
｢ここで何か暴力沙汰があったのです｣ と死体を指さしながら彼は言うと, この時になっ
て初めて黒いベールの外された婦人の顔をじっと見つめた｡ほんの一瞬前の立ち回 りの 中
で,この女性は帽了.とベールを脱いでしまい,今や立ち尽して,眼は死体に釘付けにされて
いた｡女の預だちを見れば50歳 くらいで,かつては美しかったに違いない｡悲しみや数々の
涙がその痕跡を顔に残していたが,それは年齢だけではできるはずのものではなかった｡顔
は死んだように青白く,唇は緊張してゆがみ,眼には不自然な輝きがみられたが,それらを
見れば余 りにもはっきりと,彼女の肉体的そして精神的な力が長年に及ぶ悲惨な経験のため
にほとんど失くなりかけていることがわかった｡
｢ここで何か暴力沙汰があったのです｣と彼は探求するような眼差しを続けながら言った｡
｢そうなんです !｣と婦人は答えた｡
｢この男は殺されたのです｣
｢神も間違いなくご存知なはずですが,彼は｣と婦人は激して言った,｢無慈悲に,非人間
的に殺されてしまったのです !｣
｢誰にです?｣婦人の腕を取 りながら医者は言った｡
｢その人殺しのしるLを見てから,私に聞いて下さい !｣と彼女は答えた｡
医者はベッドの方へ顔を向けると,今や白目のもとにさらされて横たわっている死体の上
にかがんだ｡喉元はふくらみ,鉛色のしるLが首の周 りにあった｡真相が突然彼の頭にひら
姥)いた｡
;一二の男:三今朝絞首刑にされた人間のひとりなんだ.′｣ と彼はn帰二と,震えながら顔をそ
むけた｡
｢その通 りです｣と婦人は冷たく無表情な眼をして答えた｡
r一体誰なのですか｣医者はたずねたO
｢私の息子です｣婦人は応答した｡そして彼の足もとに気を失って倒れた｡
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その通 りであった｡ひとりの仲間は,彼と同じく罪を犯したのだが,証拠不十分で放免さ
れていた｡そしてこの男は死刑と宣告され,処刑された｡この事件のいきさつを詳しく話す
ことはこんなに時がたっている今無用なことであるに違いないし,また,まだ生存 している
何人かの人間にとっては苦痛になろう｡これはよくある話だったのだ｡母親は友人も金もな
い未亡人で,父親のないわが子に与えようと自分に必要なものまで我慢していた｡当の少年
は,母親の切なる思いを気にも留めず,自分のために数々の苦難を耐え忍んでくれた- 母
親は心では絶え間なく気遣い,体も進んで節食してはやせた- ことも忘れて,放蕩 と犯罪
の生活に飛び込んでしまう｡そしてこんな結果となってしまった｡息子は絞苫刑執行人の手
により死亡,母親は恥辱の余 りに,取 り返しのつかない狂気に陥いる｡
この事件以後何年もの間,そして儲けがよくで首の折れる職業をしていれば,多 くの人の
場合,このような悲惨な事が実際にあることさえ忘れてしまっている時になっても,この若
い外科医は,他人に無害で気の狂ったこの婦人のもとを毎日訪れていた｡やって来ては優し
くすることで婦人をただ慰めるばか りではなく,安心や支えにと決してケチケチせずにお金
を与えては生活条件の厳しさを軽減してやった｡彼女が息を引き取る前に束の間のきらめき
の如 く過去を回想し意識を取 り戻したときに,この世に生を受けたどんな人間にも劣らぬ熱
烈な祈 りが,彼の幸福と神の恵みのために,この貧しく友人のなかった人間の唇から唱えら
れた｡その祈 りは天にまで届き,聞き入れられた｡彼が人のために成した行ないは千倍もの
祝福となって彼に返されたけれど,生涯のうちに彼のもとに績み重ねられた り自ら勝ち得た
地位や身分など数多くの名誉の中でも,彼の心に満足を与えるものは,あの ｢黒いベール｣
にまつわる思い出をおいて他には考えられなかった｡
注
(1) この少年は教会(parish)の救矧,lJi(workhouse)に収容されていた｡救貧院とは貧尺法(PoorLaw)
によって定められた貧民収容所だが,ここで10歳くらいに成l三すると,このように奉公のような形
で出所することが多かった｡
(2) 本来ロンドンの一部ではなく,181朋己まではただ沼の多く排,'Jlの悪い地域でしかなかったが,19
日周己に入り鉄道網の急速な広がりと共に郊外の垂要地のひとつとなった｡サマース･タウンJPキャ
ム:)-1ン･タウンと渡んで大規模なニュータウンのひとつo
(3) バーク,ビショノ-/(Burke,Bishop)ともに19t1増加台めのイギリスを恐怖に巻き込んだ犯罪人｡
いずれも解剖用の死体として売るために殺人を重ねた｡ バークは窒息,ビショップは溺死を手 11と
したが,1829年と1831年にそれぞれ処刑されたo以来,人を窒息死させること,また比職的な意味
で,だまらせたりうやむやに葬ることを b`urke'(動詞)と言うようになった｡
